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釧路地方腎友会総会の報竹
ｌ
ｉ
ｌ
φ 恂

　

６月１２日（日）、１０時から福祉会館３階大ホールにおいて、総会が開催されまし

た。参加者７２名。伊藤武一道議会誰員（顧問）の出席をいただいて開催致しました。

　

開会に先立ち、この一年間に亡くなられた会員の方々の御冥福を折って１分間の黙祷

を捧げました。その後、上田弘会長より挨拶があり。中標津病院に人工透析施設を設置

する問題や、最近の医療の周辺について話されました。

　

また、来賓の伊藤道議さんからは「中標津問題」を道議会の場で訴えた結果、知事か

ら前向きの答弁が得られ、実現までもう少しであるというお話をいただきました。残さ

れている問題は「医師の派避」であるということでした。

　

そうして。早速議事に入りましたが。議畏には市立病院の吉田喜一さんと。林田クリ

ニックの上田守さんにつとめていただきました。

　

昭和６２年度活動報告、決算報告、監査報告と順次承認を受けて、昭和６３年度冊動

方針、予算案も提案・承総されました。その会計報告のところでr特別会計の残金につ

いても会貝に公開すべきではないか」という意見がだされ、今後検討していくことにな

りました。

　

また。一一部規約改正として、別記のとうり提案・承認を受けました。

　

役負改選では釧路地力腎友会の発足以来、奮闘してこられた上田

　

弘余長が後退に逆

を譲るということで退任され。別記の通り決まりました。

　

新年度から委託事業としてスタートスる通院交通費の支給に関する条項が、Ili役所か

ら出され、「この件に関しては役員会で検討を加え、あらためて総会に提案・虞認を得

ること」になりました。

　

こうして総会が終り、新年度がスタートした訳ですが、非会員も現在６０名ほどおら

れます。この方たちが腎友会の意義と必要性を理解し、一人でも早く入会してくれるよ

うに活動を続けていかなければならないと思います。今年から根室も独自の活動をスタ

一卜させました。今まで以上に結束して患者の生活を

す。

1･

を展開していきたいもので

４
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第９条（役員）の４として、つぎの一行を起こすことを提案・承認されました。

　

４『こもん‥‥‥本会は顧問をおくことが出来、会長が必要に応じて委嘱する』

※

　

なお、顧問の仕事としては、会の活動全般にわたって相談役になっていただくこ

　

ととなります。

貰市立病院の伊藤勇市先生が院畏に就任され、そのお祝いをあげようという提案も承認

　

されました。（金額は１万円くらいのもの）

－2，



藻靴|登山ﾚﾎﾟづ

７月2 4i＼ (ロｉ日）、天気晴れ。林田クリニジクを朝8:30分出発。協｡.Z病院で会ｈら

乗せ

　

目的地へ向けて走り出した。参加者４３名、うち

　

会員｡19名、４放｡10名。病眺

スタッフ９名。山岳会（ハイキングクラブ・ひぐまの会）５名の顔ぶれでした｡

　

バスと自家用水の一佃逆隊は、途巾

　

川湯駅でオシッコタイムをとった。この時

　

すでに

.10: 3 0 それでも、１１：１０頃、目的地東藻琴登山口に到着。あら力ヽじ･め分けていた

パーティ（４つに分けた）ごとに登山開始。始めは、なだらかな自動車逆をゆっくり、ゆっ

くりのぼる｡日が差してきたので

　

少し粁ばむほどになってくる。足が思わしくない波佐谷

さん（厚岸）や、ヘマトが低い早坂さん（林田）などが、少しずつ遅れだした。林田の官本

婦畏さんに励まされながら

　

約４０分ほどで水場にたどりついた。ここの水はr銀嶺水Jと

よばれ、ＮＨＫのテレビでも朋介された有名な水。本当においしい。この水を目当てに参加

した人もいたくらい、とにかく冷たくてあまい。この水で元気をつけて、また登り始めた。

　

ここからは少しきつかった。細くて曲がりくねった山道が続いた。それでも、３０分ほど

で頂上についた。いつもながら、頂上から眺める景色のすばらしさ、食べるおにぎりのおい

しさは、日頃

　

味わえないものだ。登る苦しさも忘れてしまうほどである。

　

記念写真を撮りながら４０分ほど休憩をしてから、バスできた人は川湯側へ向かい、マイ

カー組は車のあるほうへひきかえした。約６０分ほどで登山口についたが。下りるのは翌

るよりきつかった。足がガクガクしてしまった。

　

帰りは。丸米ホテルの温泉で抒とほこりを洗いながし、さっぱりとして帰ってきた。

　

今回、何人かのÅは山に登らずに、山の空気をいっぱいに吸い、温泉を味わって帰ってき

た。登山といえば大変な体力がいると思われるかもしれないが、このように登らないで散歩

するという方法もある。また。足が悪い人でも日頃から鍛えておけば頂上まで登ることがで

きると思う。ヘマトが低くても登頂出来た人もいたのです。

　

私には無理だと諦めていないで、来年は

　

是非

　

もっと多くの方の参加をお待ちしており

ます。

｢登山に初参加して一言｣

林田クリニック

　

弓

　

一三

今回、周囲の人に勧められ、登山に初挑戦してみた。

感想は『体験して本当に良かったJの一言に尽きる。これをきっかけに。これからの

登山には是非参加させていただきたいというのが

　

今の私の正直な気持である。ハイ

キングクラブ会畏の鈴木さんをはじめとする皆様の御親切に深く感謝いたします。
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１轟r糸田li司池盛が以遠巡Ｓ説芒=？

　

国定公!卓Iになｰ､た二ともあって、一一度は行って見たいと思っていたとこ

ろ5 jj 4 I:!そのチャンスにめぐり会えた。

　

釧路市湿原展望台よりの眺めは、湿原の広大さはわかるものの、写貞に

見ろような素晴らしさを見ることはできない。

　

この度は｀細岡湿原展望台。から眺めることができた。広いこと、広い
こと、東京京都が３つ入る位いの広さがあると言われている。

　

遠くには､十条製紙､本州製紙の煙突が見える、まだ枯草の湿原であったが

その中を曲がりくねって流れる川、素晴らしい眺めの一言につきます。

　

ここに環境庁が案内板を立ててある。その中に、約6.000年の昔この湿原

一帯は海であった､と書かれてある。この万機関紙」が皆様の手に渡るこ

ろは、湿原も草木が生い茂ってグリーンー一色となり､曲がりくねって流れる

川もクッキリと浮き出て､眺めも一段と増していることと思います。

　

行けば写真の一枚も撮りたいことと思います。午後になると逆光線になる

ので午前中か最適です。

☆これから行って見たいと思う方のために道順をお知らせしましょう。

　　

まず７ＪＲ釧綱線丿沿いの国道を細岡まで走ります。

　

細岡の街はずれ

に‾岩保木山人りロ：と害かれた案内板が立っている。（小さい案内板な

ので見逃すおそれがあるので要注）この案内板から左斜めの砂利道を約３

キロメートル程走ると二大観望入りロ」と書かれた案内板がある。ここを

右に曲がり線路（ＪＲ釧綱線）を渡る。昔の林道を曲がりくねって登るこ

と約９キロメートル走るとｊ細岡湿原展望台ゴです。

☆

　

帰りは「岩保木水門（史跡）」を見て釧路川の堤防を走って来てはい

かがでしょうか、湿原の中を直線道路約10キロメートル走ると新富士の鉄

橋に出て来ます。

　

岩保木水門は､大正時代この岩保木山から材木を切り出し､筏を組んで現

在の釧路市材木町の貯木場まで運ぶため､水量確保するために作ったもの

です。

　

道順は､F大観望人り口案内板ｊを左に見て貞っすぐ４キロメート

ル程走ると岩保木水門に突き当たります。

☆「百聞一見に如（し）かず」とか是非一度ご覧下さい。

　

道新が伝えるところによるとＦ東邦交通ｊは今年･7月下旬より秋に､かけ。

て釧路駅前～細岡湿原展望台閣を、一日５往復の定期バスを走らせたい、

と計画を立てているそうです。

　

実現するとよいですね。

☆

　

私事ですが、四国へは当分行かなくともよいようで、６月より釧腎会

　

に入らせて戴きます。以前同様よろしくお願い申し上げます。（早

　

坂）
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思いがけない入院

　　　　　　　

市立病院

　

金井

　

英雄

　

７月６日。月曜日の検査の結果を知らされ、肝機能が４００以上もあるので入院しなさ

いということやした。その後、再検査した時の肝機能値ぱ１３０て）’というととで透析後

直ちに病室へ入り、絶対安静という状態になり、本人は

　

すっかり落ち込んでしまいまし

た。何故、自分の肝機能が上がったのか思いあたる所がありません。輸血もしてないし、

無理な旅行もしていないのに

　

と

　

頭がグラグラ回りました。元気も食欲も

　

すっかりと

なくなってしまいました。ここ何年も入院したこともなく、元気いっぱいの自分でしたの

で

　

本当に落ち込みました。今年の夏は

　

自転車や一輪車にチャレンジしようと意気ご

んでいましたが、全部

　

ゴワサンになりました。

　

入院生活は快適で？絶対安静で、ペットから動いたらダメ、トイレと洗面だけ、それ●

も車椅子でということで、一日中ペットの上でした。入院の一日は長いようで以外に短

かく感じました。

　

自分の場合は、朝６時前に採血が毎日ありました。朝６時、鳥の声と

おはようございますのアナウンスが入ります。次に体温。血圧測定があり、そうこうして

いるうちにお茶くみのおばさんが来ます。７時１５分ごろ朝食で。自分は肝食と透析食な

ので油物はあまりなく、あっさりしていました。果物が毎日つきました。

　

それから。９時過ぎころから体を拭くタオルがきます。更に、１０時頃に注射や点滴が

あります。ぼくは注射だけでした。１１時頃に回診があり、「１ヶ月の入院で絶対安静。

食物は病院で出たもの以外はダメ」とネンをおされて

　

また落ち込みました。１１時過ぎ

にはお茶のおばさんが来て、１１時40分には御飯が来ます。１２時から１４時頃まで昼

寝をしてｉ１４時に検温。４時３０分ごろ晩のお茶、そして御飯。６時に注射、７時に面

会終り。９時に虫の声が入り「お休みなさい」で病院の長くて短い一日が終わるのです。

イヤーモウタイヘンでした。

　

私も、人工透析１０年目に入り、元気ゲンキは口だけとなり体がついていきません。●

　

コワイ時や疲れた時は体を休ませることに気をつけることにしました。なんてったって

栄養と睡眠ですね｡｡もう、無理はできません。自分の体は１つしかないのです。体の調子

や、検査データを見ながら、頑張って行きたいと思います。皆さんも頑張りましょうね。

－5-
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６月号

クロスワードクイズの回答

rゴウカクツウチ』

クロスワードクイズの当選者

菊池

宇井

高野

酒井

木口

本間

藤原

稲岡

金井

はつえ

美江

美－'子

健一

八重子

幸雄

修二

良子

英雄

協立病院

協立病院

厚岸町立

林田クリ

林田クリ

林田クリ

市立病院

市立病院

市立病院

jＳ｀矢口ら

生院長就任のお祝いの

相当の花瓶にいたしま

ますので、それも有効に御活用くだ

さい。ソフトボール・焼き肉パーテ

ー・ボーリング大会・ゲートボール

大会となんでもいいと思います。

楽しい行事を計画してみましょう

会員の動向

○新患者

・寺田勇志

厚岸町

・松川通彦

厚岸町

・永田耕三郎

・阿部芳雄

浜中市

・山本君子

標茶町

・渡辺貢

厚岸町

・平野百合子

標津町

・J司田民雄

一山口千代

釧路市

・五十嵐偕康

堀川町

・山口正男

弟子屈町
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新会員

・阿部芳雄・厚岸町立病院・６３年４月入会

・山本君子・厚岸町立病院・６３年４月入会

・松川通彦・厚岸町立病院・６３年４月入会

・永田耕三郎・厚岸町立病院・６３年４月入会

・平野百合子・市立病院・６３年５月入会

・岡田民雄・市立病院・６３年５月入会

｀山口千代・釧路市立病院・６３年５月入会

一匹

・児玉

　

等・日赤病院・６３年６月

　

７日死亡

・木戸春雄・日赤病院・６３年６月２９日死亡

・三浦セッ・市立病院・６３年７月１８日死亡

‘佐藤トミイ・市立病院・６３年７月２５日死亡i
-

編集後記

　

先日。札幌から道腎協前事務局長の中村氏が亡くなったという知らせが入りました。

　

ここ数年道腎協の為に獅子奮迅の活躍をされていた中村氏が亡くなったということに心

から哀悼の意をあらわしたいと思います。振り返ってみれば

　

腎疾患総合対策促進、全道

腎キャンペーンキャラバン、道腎協１０周年実施と数えあげればきりがないほどの活躍ぶ

りでした。我々は、これからも

　

その意志を受け継いで道腎協の結束を強めていかなけれ

ばならないと思います。

　

ところで。今回から編集委員が一部変わりました。それにともなって中身も少し工夫し

ていきたいと考えています。会員の皆さんの要望も取り入れていきたいと思いますので。

ドシドシ御意見をお寄せください。
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